実験動物生産施設･設備および管理に関する指針とその解説―マウス､ラット､ハムスター､モルモット､ウサギ編― by Japanese Society for Laboratory Animal Resources,
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マウス ラット ハムスター モルモット ウサギ
温 度 18-28℃ (急激な変化を防ぐ)
湿 度 30-80% (春激な変化を防ぐ)



















































































分 類 形 式 適用粉塵粒径(〃m) 涼過効率(%) 圧力損失(mmAq) 保守法 適 応
プレフィルター 不織布 5以上 重量法 3.-20 水洗浄 租塵除去､中.高性能フィルタ-保護
中性能 綿繊維または 1以上 比色法 8-25 漣材交換 医薬品､食品工場､病院
フィルター ガラス繊維のホ'ケツトユニ､汁型 40-95 などの洗浄度維持用の最終段階フィルター
高性能フィルタ- HEPAフィルター 1以下 D.0.P法99.97以上 15-25 ユニット交換 クリ一刀トム
超高性能フィルタ- 超HEPAフィルター 1以下 D.0.P法99.999以上 25-50 ユニット交換 無菌動物用アイルづ-など
実験動物基準研究会編, "ガイドラインー実験動物施設の基準および設備".p.59,清至書院(1983)を一部
修正


















































































































No. 施設の分類とハード.ソフト バリア施設 セミバリア施設
1 立地条件 独立棟とする 独立棟または併設棟とする
同一敷地内に徴生物学的に低いグレード 同左(ただし､グレードの異なる
の施設がある場合は人 .物品等の動線を完全に分離する 施設)
2ハード建物 構造 継続的に気密を保持できる構造(鉄筋コンクリート､鉄筋ALC､軽量鉄骨プレハブ､木造モルタル等) 同左
罪(境界の) エアタイト機構とする エアタイト機構が望ましい
内壁 .忠 .内壁に設備する備品等 十分なシーリングを施す 同左
床 .壁 .天井 耐水性､耐薬性があること 耐水性､耐薬性が望ましい
照明 人工照明とする 同左
その他 非清浄域と清浄域との間には緩衝区域を設ける 同左






設備 設備を設置する博.状ではウエットシャワー 推奨) とが望ましい
滅菌 .潤 物品の滅菌 .消毒 オートクレーブを設置する 薬液槽を設置する
毒設備 必要に応じてEOガス滅菌装置､薬液槽を 加熱滅菌できるオートクレーブ
設ける の設置が望ましい
バスルーム .ノヾス 設置し､内部に殺菌灯を付けたり､薬液 同左
ボックス(動物 .物品搬出入用) 噴務ができるようにする
給排水設 給水設備 滅菌消毒装置を備え､必要に応じて漉過 殺菌消毒処理装置を備えるか､
備 装置を設ける 市水を利用する
排水設備 空気の逆流､野鼠､昆虫等の侵入を完全に防止できる装置とする 同左
動物飼育設備 維持および保守が容易な設備 .構造とする 同左
その他 設備機器.による騒音や振動を飼育室に伝えない構造とする 同左
3 ソフ ト管理運営 作業手順書を定め､管理 .運営の徹底をはかる 同左
人の入退出 シャワー ウエットシャワ-後滅菌作業衣着用または アシャワー後滅菌作業衣着用 滅菌作業衣着用
清浄域円の掃 .病毒 飼育室 定期的に清掃後､水または薬液で清拭する 同左
飼育室以外の清浄域 定期的な清掃､消毒を行い､必要に応じて薬液噴霧を行う 同左
建物 設ー備の管理 施設の衛生､給排水設備の安全､各設備の機能を確認できる管理体制を整える 同左
環境モニタリング 空 中 細 酉 検査落下菌検査拭取り 定期的に実施する 同左
給水の微生 物 検 査室内 アンモニア濃度測定塵壊測定 必要に応じて実施する 同左
微生物モニタリング 検査方法を明示した手順書により実施する 同左
